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経
済
地
理
学
と
立
地
論
の
統
合
視
点

　
　
　
－
経
済
空
間
認
識
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
－

課
題

　
経
済
地
理
学
（
g
o
色
ユ
害
罫
｛
艘
o
ぎ
o
ω
o
o
q
轟
暑
一
〇
）
と
い
う
・

名
称
が
一
八
八
二
年
に
ゲ
ッ
ツ
（
ミ
姜
〇
一
昌
Ω
0
・
S
）
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

初
め
て
使
用
さ
れ
て
以
来
、
ち
ょ
う
ど
一
世
紀
が
経
過
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

の
間
、
経
済
地
理
学
は
、
ゲ
ヅ
ツ
ら
の
環
境
（
決
定
）
論
的
な
性

格
規
定
か
ら
、
一
九
一
〇
～
二
〇
年
代
に
か
け
て
交
（
相
）
互
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

用
論
に
依
拠
す
る
多
く
の
地
理
学
者
が
学
説
史
に
登
場
す
る
。
そ

の
中
に
は
、
た
と
え
ぱ
唯
物
弁
証
法
的
方
法
論
に
基
づ
く
ウ
イ
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
（
穴
胃
一
＞
、
考
－
巨
o
o
q
色
）
や
わ
が
国
に
お
け
る
佐

　
　
＾
6
〕

藤
弘
教
授
の
理
論
的
成
果
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代

前
後
よ
り
チ
ュ
ー
ネ
ン
（
』
争
彗
甲
く
昌
H
暮
目
實
）
な
ど
の

河
　
　
野

敏
　
　
明

立
地
論
に
理
論
的
根
拠
を
求
め
る
立
地
論
的
経
済
地
理
学
が
拾
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
）

し
て
く
る
。
た
と
え
ぱ
リ
ュ
ー
ル
（
＞
亭
＆
肉
旨
一
）
や
ワ
イ
ベ

　
　
　
　
　
＾
8
）

ル
（
■
8
峯
巴
σ
色
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
立
地
論
経
済
地
理
学
は
、

戦
後
の
欧
米
経
済
地
理
学
の
発
展
の
中
で
そ
の
比
重
を
増
大
し
、

主
要
な
学
説
潮
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

＾
9
）

る
。　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
経
済
地
理
挙
の
一
世
紀
に
わ
た
る
発

展
の
過
程
で
、
常
に
く
り
返
し
議
論
さ
れ
て
来
た
課
題
が
経
済
地

理
学
の
学
的
性
格
規
定
を
め
ぐ
る
諸
閥
題
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

そ
れ
は
地
理
学
（
丙
邑
汀
…
ま
・
o
8
o
q
・
岩
巨
①
）
と
い
う
名
称
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
）

語
源
的
に
含
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
地
球
表
面
の
科
挙
」
が

そ
の
学
的
対
象
を
ど
の
よ
う
に
認
識
・
規
定
す
る
か
と
い
う
問
題
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（59）　経済地理学と立地論の統合視点

で
あ
る
。
こ
の
学
問
の
本
質
規
定
と
の
関
連
で
、
そ
の
理
論
的
性

格
が
種
々
議
論
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
地
理
学
が

イ
デ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ヅ
ク
（
昏
o
o
q
・
毛
三
〇
）
（
個
別
記
述
的
）
な

科
単
か
、
あ
る
い
は
ノ
モ
セ
チ
ヅ
ク
（
a
昌
o
庄
ま
o
）
（
法
則
定
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

的
）
な
科
挙
か
と
い
う
地
理
学
本
質
論
が
あ
る
。

　
こ
の
地
理
学
の
基
本
性
格
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
イ
デ
ィ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ヅ
ク
な
立
場
に
立
ち
、
「
立
地
の
独
自
性
」
（
冒
旦
亮
畠
覇
O
｛

一
〇
S
巨
旨
）
か
ら
伝
統
的
な
地
理
挙
の
立
場
を
代
表
す
る
ハ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

ホ
ー
ン
（
峯
o
ぎ
a
｝
害
け
等
o
；
①
）
と
、
こ
れ
を
「
例
外
主
義
」

（
婁
8
膏
－
o
冨
＝
岨
∋
）
と
し
て
批
判
す
る
シ
ェ
ー
フ
ァ
（
写
＆
ω
o
－

　
念
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
）

5
①
雪
）
と
の
間
に
最
近
ま
で
議
論
が
続
い
て
い
る
が
、
「
地
球
表

面
の
科
学
」
と
し
て
多
面
的
に
分
化
発
展
し
て
き
た
地
理
学
の
多

様
性
と
広
汎
性
が
議
論
を
複
雑
に
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。　

た
と
え
ば
、
通
説
に
従
っ
て
地
理
学
の
対
象
領
域
の
分
化
を
み

竈
〕
る
と
、
そ
れ
は
ま
ず
大
き
く
地
誌
（
霊
邑
o
鼻
昌
宗
）
と
一
般
地

理
学
（
閏
＝
驚
昌
9
；
Ω
8
o
q
量
吾
一
〇
）
ま
た
は
系
統
地
理
学
（
身
眈
－

8
昌
き
8
ま
Ω
8
o
有
『
岩
巨
o
）
に
区
分
さ
れ
る
。
後
者
は
さ
ら
に

自
然
地
理
学
と
人
文
地
理
学
に
分
化
し
、
人
文
地
理
学
は
隣
接
す

る
系
統
科
学
と
の
関
連
に
お
い
て
、
経
済
地
理
学
、
社
会
地
理
学
、

政
治
地
理
学
、
歴
史
地
理
学
、
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
分
化
地
理

学
と
し
て
成
立
発
展
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
化
地
理
学
が

厚
鼻
昌
ま
と
し
て
の
基
本
的
性
格
を
保
持
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
隣
接
科
学
と
の
境
界
領
域
（
ぎ
序
a
ぎ
亘
一
量
｛
胃
o
串
一
N
三
・

邑
－
昌
o
q
①
巨
g
）
を
対
象
と
す
る
独
自
の
学
問
体
系
を
発
展
さ
せ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
に
地
理
学
の
対
象
と
方
法
論
を
め
ぐ
る
議
論
の

複
雑
さ
と
理
論
的
・
方
法
論
的
問
題
の
根
本
原
因
が
潜
ん
で
い
る

　
　
　
＾
些

と
い
え
よ
う
。

　
地
理
学
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
研
究
領
域
の
多
様
化
と
細
分

化
は
、
一
方
で
そ
の
す
べ
て
に
適
用
可
能
な
共
通
の
二
兀
的
な
方

法
論
の
確
立
を
困
難
に
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分

化
個
別
地
理
学
の
個
有
の
方
法
論
の
確
立
を
必
要
と
し
て
き
て
お

り
、
こ
の
地
理
学
方
法
論
と
隣
接
系
統
科
学
の
方
法
論
と
の
異
同

と
相
互
関
連
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
さ
き
の
地
理
学
本
質
論
の
実
質

的
内
容
を
構
成
し
て
い
る
と
理
解
し
て
も
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
地
理
学
が
「
地
球
表
面
の
科
学
」
と
い
う
共
通

基
盤
の
上
に
多
面
的
な
分
化
個
別
地
理
学
と
し
て
発
展
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
系
統
科
挙
と
の
対
象
の
異
同
や
方
法
論
を
め
ぐ
る
間
題
が

未
解
決
の
ま
ま
で
続
い
て
い
る
所
に
地
理
学
の
置
か
れ
た
問
題
状

況
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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小
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
認
識
と
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、

経
済
地
理
学
と
そ
の
基
礎
理
論
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ

る
立
地
論
と
の
関
連
性
を
探
り
、
両
者
の
一
層
の
統
合
を
は
か
る

た
め
の
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
試
み
た
方
法
論
的

考
察
で
あ
る
。
問
題
は
非
常
に
大
き
く
、
か
つ
多
面
的
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
と
く
に
経
済
地
理
挙
と
立
地
論
と
の
接
点
i
理

論
的
・
方
法
論
的
関
連
ー
が
ど
の
よ
う
な
方
法
と
視
点
か
ら
明

確
に
さ
れ
う
る
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
二
、
三
の
関
連

す
る
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
の
場
合
、
手
掛
り
と
し
て
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
「
遊
離
化
法
」

　
　
　
　
＾
〃
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
－
8
＝
雪
冒
σ
目
）
を
対
象
と
し
て
経
済
地
理
学
と
立
地
論
の
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）
　
　
　
，

「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
（
一
睾
9
0
h
ぎ
葦
昌
ま
目
）
の
差
異
と
方
法
論

的
に
認
識
し
た
上
で
、
そ
の
方
法
論
の
一
般
化
に
よ
っ
て
両
者

（
経
済
地
理
学
と
立
地
論
）
の
よ
り
密
接
な
理
論
的
・
方
法
論
的

統
合
を
展
望
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
稿
で
は
十
分

ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
「
遊
離
化
法
」
と
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

済
学
方
法
論
、
た
と
え
ぱ
マ
ル
ク
ス
経
済
学
方
法
論
と
の
異
同
を

検
討
し
、
両
者
の
類
似
す
る
側
面
の
一
般
化
に
よ
っ
て
、
経
済
地

理
挙
を
空
間
要
因
を
導
入
し
た
「
空
間
経
済
学
」
（
名
き
巴
9
0
－

旨
邑
畠
）
の
一
分
科
と
し
て
、
種
々
相
異
な
る
方
法
で
展
開
さ
れ

て
い
る
体
系
を
統
合
す
る
た
め
の
契
機
を
握
も
う
と
す
る
予
備
的

考
察
で
も
あ
る
。

　
（
1
）
　
0
9
“
ミ
．
一
U
尉
＞
自
厨
顯
σ
o
｛
o
『
一
ξ
守
房
o
巨
良
；
o
す
o
目
Ω
8
o
q
．

　
　
量
勺
巨
o
．
（
＝
嘗
目
忌
－
晶
8
o
目
量
勺
三
①
）
一
N
雨
ミ
竃
ミ
、
“
き
、
o
婁
雨
旨
§
ミ

　
　
、
ミ
肉
、
黒
s
s
き
“
ミ
民
ミ
ミ
ぎ
｝
p
く
一
｝
o
岸
ミ
“
－
o
o
o
o
“
ω
．
ω
寒
・

　
（
2
）
　
経
済
地
理
学
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
国
松
久
弥
『
経
済
地
理
学

　
　
説
史
』
、
古
今
書
院
、
昭
和
五
四
年
、
参
照
。

　
（
3
）
国
松
、
前
掲
『
学
説
史
』
第
一
章
第
二
～
三
節
、
一
〇
～
三
一

　
　
員
。

　
（
4
）
　
た
と
え
ぱ
、
ハ
ィ
デ
リ
ッ
ヒ
（
｝
轟
冒
昌
o
巨
o
ユ
9
）
、
ド
ー
フ

　
　
ェ
（
5
ユ
冒
く
①
）
、
ザ
ヅ
パ
ー
（
宍
邑
蟹
電
o
・
）
、
デ
ィ
ー
ト
リ

　
　
ヅ
ヒ
（
缶
『
自
目
o
U
ポ
冒
－
o
巨
）
、
リ
ユ
ヅ
ト
ゲ
ン
ス
（
射
自
o
o
巨
■
暮
晒
o
目
蜆
）

　
　
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
く
わ
し
く
は
音
木
外
志
夫
「
経
済
地
理
掌
」

　
　
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
『
一
橋
大
挙
学
間
史
』
昭
和
五
七
年
、

　
　
二
六
一
～
二
六
七
頁
。
前
掲
『
学
説
史
』
第
一
章
第
三
節
、
一
八
～

　
　
一
三
員
。

　
（
5
）
　
考
ま
｛
o
鵯
ポ
穴
一
＞
二
〇
s
，
o
｝
辻
§
一
篶
ξ
§
、
ミ
吻
き
ミ
き
、
雨
．

　
　
ミ
邑
シ
§
ミ
｝
由
§
も
§
、
点
済
§
ミ
坊
一
q
S
、
ミ
匙
雨
註
国
富
ミ
ミ
ミ
～
葛
き
、
－

　
　
ぎ
｝
§
§
一
ω
詩
一
6
s
■
青
木
、
前
掲
論
文
、
二
六
一
～
二
六
四
、

　
　
二
六
七
貢
。

　
（
6
）
　
佐
藤
弘
「
交
替
作
用
の
法
則
」
『
地
理
学
評
論
』
第
五
巻
第
八

　
　
号
、
昭
和
四
年
。
な
お
、
詳
し
く
は
、
「
名
誉
教
授
佐
藤
弘
著
作
目

　
　
録
」
『
一
橘
論
叢
』
第
四
六
巻
第
六
号
、
昭
和
三
六
年
、
参
照
。

　
（
7
）
　
射
夢
－
＞
二
曼
ミ
§
ミ
轟
ぎ
軋
“
耐
§
篶
§
ふ
§
§
ミ
｝
§
ミ
旨
，
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（61）　経済地理学と立地論の統合視点

　
恕
o
雫
喜
ぎ
＄
－
8
o
。
．
な
お
、
リ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
最
近
の
総
括

　
的
研
究
と
し
て
、
山
本
健
児
「
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
リ
ュ
ー
ル
の
経
済

　
地
理
学
」
『
経
済
志
林
』
第
五
一
巻
第
一
号
、
昭
和
五
八
年
、
一
～

　
四
九
員
、
参
照
。

（
8
）
≦
巴
σ
♀
■
二
専
ミ
§
雨
～
ミ
ト
§
き
ミ
竃
㌻
ミ
嘉
§
軸
§
喜
ぎ

　
岩
8
．
伊
藤
兆
司
訳
『
農
業
地
理
学
の
諸
問
題
』
、
古
今
書
院
、
昭
和

　
一
七
年
。

（
9
）
　
前
掲
、
国
松
『
挙
説
史
』
第
三
、
四
章
、
八
○
～
一
六
二
頁
。

（
1
0
）
　
葭
o
幕
昌
■
＞
1
一
U
窃
婁
鶉
竃
崖
目
o
昌
o
旨
o
ま
邑
o
ま
H
O
o
－

　
o
o
q
昌
o
巨
9
0
§
雫
喜
ミ
｝
§
舳
N
雨
ミ
薯
ぎ
ミ
一
尼
冨
1

（
u
）
　
国
松
、
前
掲
『
学
説
史
』
第
五
章
第
一
節
、
一
六
三
～
一
八
五

　
員
。

（
1
2
）
　
｝
胃
誌
ぎ
；
9
宛
二
掌
軸
峯
ミ
ミ
、
雨
ミ
㊦
§
雫
喜
ミ
一
H
8
P

　
勺
昌
毛
8
饒
葛
昌
穿
o
乞
黒
自
『
o
o
－
o
8
o
日
量
暑
さ
H
8
ド
．
向
曽
｛
－

　
庄
o
自
巴
け
昌
　
ぎ
o
8
的
量
旧
巨
｝
．
冨
巽
顯
昌
ぎ
＆
’
』
ミ
詩
ミ
吻
　
呉
き
㎞

　
」
竃
s
ぎ
ま
§
ミ
』
§
ミ
㌻
§
o
§
雫
魯
ざ
葦
ま
一
6
3
．

（
1
3
）
　
ω
o
罫
o
｛
o
’
句
二
向
き
毛
匡
o
■
彗
眈
冒
ぎ
Ω
8
σ
目
『
岩
サ
、
葭
冒
o
－

　
ま
a
o
－
o
o
q
｝
富
一
〇
話
邑
量
斤
－
o
ξ
』
ミ
§
茅
県
§
雨
』
竃
§
ぎ
、
§
s
呉

　
」
§
ミ
㌻
§
Ω
§
巽
意
ぎ
葦
卓
ω
一
H
温
ω
．

（
1
4
）
　
Ω
ユ
雪
穿
一
貝
＞
ニ
カ
8
曽
邑
己
■
餉
艘
o
毛
鶉
ユ
昌
．
害
〇
一
〇
－

　
○
閏
9
昌
冒
5
焉
～
、
一
、
§
味
ミ
竃
§
寒
§
§
o
s
雫
邑
、
ミ
一
〇
〇
－
r

　
G
o
〇
十

（
b
）
　
木
内
信
蔵
『
地
域
概
論
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
三
年
、

　
第
一
章
第
二
節
。

（
1
6
）
　
同
書
、
第
一
章
第
二
節
（
二
・
五
）

（
ー
ア
）
　
近
藤
康
男
『
チ
ウ
ネ
ン
孤
立
国
に
関
す
る
研
究
』
（
『
近
藤
康
男

　
著
作
集
』
第
一
巻
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
昭
和
四
九
年
）
第
一
章
、

　
参
照
。

（
1
8
）
　
葭
ξ
顯
ぎ
老
P
ω
．
H
二
卜
§
軸
§
恥
舳
ぎ
掌
o
藁
ミ
§
“
」
き
§
一

　
｝
害
8
膏
戸
卑
碧
O
葭
昌
O
O
．
一
6
お
。
大
久
保
忠
利
訳
『
思
考
と

　
行
動
に
お
け
る
言
語
』
、
岩
波
書
店
、
昭
和
二
六
年
。

（
1
9
）
宇
野
弘
蔵
『
経
済
挙
方
法
論
』
、
東
京
大
挙
出
版
会
、
昭
和
三

　
七
年
。
な
お
、
関
連
す
る
論
文
と
し
て
、
水
岡
不
二
男
「
戦
後
目
本

　
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
経
済
地
理
挙
の
展
開
」
『
人
文
地
理
』
第
三
五

　
巻
第
一
号
、
昭
和
五
八
年
、
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
経
済
地

　
域
の
概
念
」
『
一
橘
諭
叢
』
第
九
〇
巻
第
六
号
、
昭
和
五
八
年
。

二

経
済
地
理
学
説
の
対
象
規
定
の
検
討

　
経
済
地
理
学
の
対
象
を
如
何
に
認
識
し
、
そ
れ
を
い
か
な
る
方

法
で
解
明
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
経
済

地
理
学
の
理
論
的
体
系
を
構
築
す
る
基
礎
作
業
で
あ
る
。
ま
た
、

以
上
の
視
点
に
立
っ
て
個
別
に
主
要
な
経
済
地
理
学
説
を
歴
史
的

に
検
討
す
れ
ぱ
、
そ
れ
が
経
済
地
理
学
説
史
を
構
成
す
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
面
こ
こ
で
意
図
し
て
い
る
こ

と
は
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
理
論
的
研
究
や
方
法
論
的
考
察
を
研
究
論
文
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と
し
て
実
際
に
す
ぐ
ま
と
め
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
問
題
点
を

検
討
す
る
に
当
っ
て
は
、
常
に
独
自
の
見
解
、
な
い
し
そ
の
評
価

基
準
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
な
し
に
は
問
題
の
整
理
が
不
可
能
な

こ
と
も
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
筆
者
の
問
題
提
起
に
必
要

な
範
囲
で
、
ま
た
後
程
の
検
討
に
関
連
す
る
隈
少
で
、
い
く
つ
か

の
代
表
的
な
経
済
地
理
挙
説
の
対
象
規
定
を
例
示
的
に
と
り
あ
げ

な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
理
論
が
何
を
究
明
す
べ
き
対
象
と
し
て
設
定

し
、
そ
れ
が
隣
接
科
学
、
と
く
に
経
済
学
や
立
地
論
の
対
象
領
域

と
ど
う
区
別
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
か
り
に
同
一
と
す
れ
ぱ
、

経
済
学
と
経
済
地
理
学
と
の
学
問
的
相
互
関
連
性
は
ど
の
よ
う
に

理
解
す
べ
き
も
の
と
な
る
の
か
、
な
ど
経
済
地
理
学
の
性
格
と
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

質
に
か
か
わ
る
問
題
点
を
概
略
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
第
一
に
問
魑
と
な
る
の
は
、
多
様
な
分
化
を
遂
げ
て
発

達
し
て
き
て
い
る
地
理
学
（
個
別
分
化
地
理
学
）
の
本
質
は
何
か
、

一
と
い
う
地
理
学
の
本
質
に
つ
い
て
の
理
解
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

一
般
地
理
学
に
も
地
誌
に
も
共
通
し
て
存
在
す
る
学
間
的
性
格
で

あ
り
、
ま
た
自
然
地
理
単
に
も
人
文
地
理
学
に
も
共
通
す
る
学
問

的
属
性
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、
経

済
地
理
学
、
社
会
地
理
学
、
文
化
地
理
学
、
歴
史
地
理
学
、
政
治

地
理
学
な
ど
の
、
広
義
の
人
文
地
理
学
を
構
成
す
る
分
化
個
別
地

理
学
を
貫
く
公
約
数
と
し
て
の
地
理
挙
の
一
般
的
特
性
は
何
か
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
こ
の
地
理
学
を
結
ぷ
共
通
項
と
し
て
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で

も
な
く
、
厚
津
冒
ま
と
い
う
名
称
が
本
来
意
味
す
る
と
こ
ろ
の

「
地
球
表
面
の
科
学
」
と
い
う
基
本
性
格
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
具
体
的
内
容
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
は
次
の
課
題

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
般
的
に
「
地
球
表
面
」
を
間
題
と
す

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
白
然
地
理
学
の
研
究
対
象
と
し
て

地
球
上
の
一
定
の
場
所
の
位
置
、
気
候
、
平
野
、
海
痒
、
山
脈
を

と
り
扱
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
他
方
、
同
じ
場
所
で
形
成
さ
れ

た
都
市
と
農
村
（
集
落
）
、
工
業
地
帯
や
農
業
、
林
業
、
畜
産
業

な
ど
の
経
済
活
動
の
結
果
と
し
て
の
土
地
利
用
と
景
観
、
な
ど
は

人
文
地
理
学
、
と
く
に
経
済
地
理
挙
の
対
象
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
理
学
は
そ
れ
が
地
球
表
面
（
空
間
）
の
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

の
経
済
的
活
動
の
結
果
と
し
て
の
「
充
填
物
」
（
卑
簑
昌
冒
O
口
）
（
リ

ュ
ッ
ト
ゲ
ン
ス
）
で
あ
れ
、
は
た
ま
た
「
経
済
形
象
」
（
ξ
ま
眈
－

　
　
　
＾
3
〕

○
罫
茅
巨
巨
）
（
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
）
で
あ
れ
、
そ
の
名
称
の
如
何

や
定
義
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
地
球
表
面
の
空
間
属
性

と
し
て
土
地
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
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を
研
究
対
象
と
し
て
究
明
す
る
地
理
学
が
成
り
立
つ
と
理
解
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
そ
の
学
問
体
系
は
地
理
単
と

し
て
の
基
本
的
性
格
を
保
持
し
、
多
様
な
個
別
分
化
地
理
学
が
成

立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
各
個
別
分
化
地
理
学
が
地
理
挙
と
し
て
基
本

的
に
備
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
共
通
項
が
何
で
あ
る
か
が
一
応
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
地
理
学
の
対
象
が
何
か
と
い
う
間
題
が
こ
れ
で
解

消
し
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
間
題
を
経
済
地

理
学
に
限
定
し
て
そ
の
対
象
を
み
る
と
、
ゲ
ヅ
ツ
は
、
土
地
空
間

（
胃
亭
豊
昌
）
を
人
間
経
済
生
活
（
内
；
胃
ヲ
一
＄
昌
）
の
基
礎
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

し
て
把
握
し
、
前
者
が
後
者
に
及
ぼ
す
影
響
を
問
題
に
す
る
の
が

経
済
地
理
学
で
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
環
境
論
的
理
解
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）
　
　
　
　
＾
6
〕

あ
る
に
し
て
も
ハ
イ
デ
リ
ヅ
ヒ
や
ド
ー
フ
ェ
な
ど
の
環
境
論
者
に

共
通
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
他
方
、
交
亙
作
用
論
的
立
場
を
と
る

　
　
　
　
＾
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
畠
）

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
や
リ
ュ
ヅ
ト
ゲ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
前
者
は
経
済

空
間
（
妻
享
m
o
罫
津
胃
彗
昌
）
を
人
間
の
生
産
活
動
と
環
境
と
の
交

互
作
用
（
ミ
8
臣
①
一
三
・
ぎ
轟
）
の
結
果
と
理
解
し
、
そ
れ
が
地

表
に
分
布
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は

地
表
空
間
（
■
、
葦
彗
昌
）
と
人
間
活
動
の
交
互
作
用
と
し
て
形

成
さ
れ
る
空
間
形
象
（
宛
昌
昌
げ
旨
）
が
対
象
と
な
り
、
そ
れ
は

経
済
立
地
の
分
布
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
関
係
科
学
（
田
邑
O
巨
轟
署
家
昌
竃
げ
印
5
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

て
地
理
学
を
位
置
づ
け
る
ヘ
ヅ
ト
ナ
ー
の
見
解
や
、
こ
の
よ
う
な

見
解
に
対
し
て
地
理
学
は
特
有
の
研
究
対
象
を
持
っ
と
主
張
し
て

関
係
科
挙
的
位
置
づ
け
に
批
判
を
加
え
る
リ
ュ
ー
ル
（
＞
奉
＆

射
旨
一
）
は
、
経
済
地
理
学
を
経
済
立
地
の
分
化
の
学
問
（
2
①

2
穀
『
而
鼻
邑
一
⑦
ω
冨
邑
o
『
邑
o
～
①
ま
。
ミ
ま
眈
o
冨
津
）
と
認
識
し

　
　
＾
m
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
布
論
的
理
解
か
ら
立
姐
論
的
理
解
に
漸

次
発
展
し
、
そ
れ
は
ワ
イ
ベ
ル
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
チ
サ
ム

（
彗
争
富
一
〇
巨
争
o
巨
）
の
農
業
地
理
学
、
あ
る
い
は
エ
ス
ト
ー

ル
（
射
・
O
・
向
ω
冨
＝
）
、
ブ
カ
ナ
ン
（
甲
O
．
田
9
ヶ
目
凹
目
）
、
ハ
ゲ

ヅ
ト
（
勺
g
實
葭
晶
o
q
g
）
な
ど
の
工
業
地
理
単
や
人
文
地
理
挙
と

連
っ
て
発
展
し
、
現
代
の
立
地
論
的
経
済
地
理
学
の
中
心
的
位
置

　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
マ
ー
フ

イ
（
雲
9
豪
；
｛
ξ
）
、
ト
ー
マ
ン
（
空
争
胃
φ
ω
．
旨
旨
彗
）
、

、
・
、
ラ
ー
（
向
・
毫
・
竃
昌
雪
）
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（
』
o
す
自
≧
？

暮
邑
胃
）
な
ど
が
同
じ
立
地
論
的
地
理
学
の
代
表
的
な
学
者
で

あ
り
、
英
米
の
経
済
地
理
学
の
主
潮
流
が
立
地
論
に
そ
の
理
論
的

根
拠
を
求
め
て
発
展
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
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る
。　
こ
れ
ら
の
立
地
論
的
経
済
地
理
学
の
対
象
を
、
例
え
ぱ
ワ
イ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
B
）

ル
の
農
業
地
理
学
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
農
業
の
「
空
間
的

分
化
」
　
（
『
讐
旨
＝
9
0
冒
爵
『
昌
ま
・
冒
O
口
）
を
考
察
す
る
科
学
で

あ
り
、
そ
れ
は
地
理
学
と
農
学
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
空
間
的
分
化
を
そ
の
生
成
す
る
過
程
と
そ
の
結
果
と

し
て
の
地
表
面
の
差
異
と
い
う
二
面
で
把
握
し
、
そ
の
理
論
的
根

拠
を
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
農
業
立
地
論
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
立
地
論
と
の
関
連
は
チ
サ
ム
の
場
合
は
さ
ら
に
拡
大
さ

れ
て
、
一
農
場
内
部
や
集
落
を
中
核
と
す
る
空
間
組
織
（
名
き
巴

○
お
彗
マ
き
昌
）
に
ま
で
拡
げ
ら
れ
、
よ
り
密
接
に
結
ぴ
つ
く
一
こ

　
　
＾
1
4
）

と
に
な
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
経
済
地
理
学
の
対
象
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

る
か
を
そ
の
他
の
立
地
論
的
地
理
学
者
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

　
　
壼
〕

マ
ー
フ
ィ
は
「
空
間
的
形
態
」
（
岩
き
顯
＝
9
目
）
と
「
空
間
関
係
」

（
毛
き
巴
邑
黒
－
昌
）
、
あ
る
い
は
「
分
布
の
パ
タ
ー
ン
と
相
互
関

係
」
（
喀
暮
①
；
竃
〇
一
巨
胃
冨
O
匡
O
コ
O
－
2
ω
巨
σ
暮
昌
）
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
）

て
い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
も
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
、
ウ
ェ
ー
バ
i

（
＞
．
ミ
o
σ
雪
）
、
フ
ー
バ
ー
、
（
向
一
署
一
串
o
o
く
雪
）
、
フ
ェ
ヅ
タ
ー

（
申
＞
・
黒
ま
・
）
な
ど
の
理
論
を
紹
介
し
な
が
ら
経
済
地
理
学

が
「
宮
の
生
産
、
交
易
、
消
費
に
関
連
し
た
人
間
活
動
が
地
球
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g

面
に
及
ぼ
す
地
域
的
差
異
（
胃
轟
一
毒
ユ
き
昌
）
の
研
究
」
と
定

義
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
ω
経
済
活
動
の
立
地
、
回
経
済
活
動

の
性
椿
（
特
色
）
、
そ
れ
に
㈹
経
済
活
動
と
他
の
現
象
と
の
関
連

が
問
題
に
な
る
と
し
て
い
る
。

　
以
上
、
環
境
論
、
交
（
相
）
互
作
用
論
、
分
布
論
な
い
し
立
地

論
な
ど
の
主
要
な
経
済
地
理
学
説
の
中
か
ら
事
例
的
に
、
代
表
的

な
経
済
地
理
学
の
対
象
に
つ
い
て
の
規
定
を
紹
介
し
な
が
ら
学
問

的
性
格
に
つ
い
て
の
特
徴
を
み
て
き
た
。
そ
こ
で
、
次
に
以
上
の

諸
説
を
手
が
か
り
に
、
経
済
地
理
学
の
対
象
に
つ
い
て
の
性
格
規

定
と
学
問
対
象
の
認
識
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
指
摘

し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
既
に
前
に
も

指
摘
し
た
よ
う
に
、
各
論
者
で
そ
の
対
象
が
種
々
相
異
な
る
「
用

語
」
（
け
害
昌
眈
）
で
定
義
さ
れ
、
そ
れ
ら
相
互
間
に
あ
る
程
度
の
類

似
性
、
な
い
し
共
通
項
の
抽
出
が
不
可
能
で
は
な
い
に
し
て
も
、

ま
だ
共
通
の
統
一
概
念
（
8
昌
昌
o
箏
8
昌
毛
庁
）
が
確
立
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

る
と
は
云
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
そ
れ
は
「
空
間
形

態
」
で
あ
り
、
「
土
地
空
間
」
あ
る
い
は
「
地
表
空
間
」
で
あ
る

し
、
ま
た
「
空
間
的
分
化
」
や
「
空
間
的
形
態
」
、
「
空
間
組
織
」
、
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「
空
間
関
係
」
、
「
地
域
的
H
空
間
的
差
異
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
「
用
語
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
者
に
と
っ
て
は
一
定
の
意

義
を
有
し
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
学
問
の
「
共
通

の
財
産
」
と
し
て
の
統
一
概
念
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
経
済
地
理
挙
は
方
法
論
的
に

み
る
と
ま
さ
に
「
戦
国
時
代
」
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
「
統
一
国
家
」

が
形
成
さ
れ
な
い
ま
ま
推
移
し
、
立
地
論
的
経
済
地
理
学
の
展
開

に
伴
っ
て
よ
う
や
く
統
一
の
曙
光
が
見
え
始
め
た
と
い
え
る
段
階

に
達
し
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

　
第
二
の
問
題
点
と
し
て
は
、
以
上
の
第
一
点
と
関
連
し
て
、
共

通
の
統
一
概
念
が
確
立
さ
れ
な
い
こ
と
と
表
裏
の
関
係
と
し
て
、

経
済
地
理
学
の
対
象
が
常
に
唆
昧
さ
を
残
し
た
ま
ま
の
認
識
に
と

ど
ま
り
、
理
論
的
に
明
確
な
詰
め
が
出
来
て
い
な
い
と
い
う
印
象

を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
極
言
す
れ
ぱ
各
理
論
家

が
思
い
お
も
い
の
「
領
土
宣
言
」
を
行
っ
て
、
独
自
の
「
城
郭
」

を
築
く
と
い
う
状
況
を
許
し
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
研
究
対
象
が
理
論
的
に
不
明
確
で
あ
り
、

唆
味
さ
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
学
間
の
進
歩
に
と
っ
て
大
き
な
障

害
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
単
間
的
弱
点
を
寛
服
す
る
た
め
に
は
、
共
通
の
方
法
論
の

確
立
に
よ
る
対
象
の
明
確
化
と
共
通
の
概
念
の
確
立
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
小
稿
の
目
的
も
、
以
上
の
よ
う
な
目
的
に
向
け
て
の
一
歩

を
踏
み
出
す
た
め
の
準
備
作
業
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
目
標
は
遠
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
在
い
る
位
置
を
正
し
く

認
識
し
て
、
目
標
に
向
っ
て
ま
ず
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
次
に
立
地
論
の
方
法
を
チ
ュ
ー
ネ
ン
の

方
法
論
に
即
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
1
）
　
前
掲
、
国
松
『
学
説
史
』
は
、
ゲ
ヅ
ツ
以
来
の
主
要
経
済
地
理

　
単
説
を
通
論
的
に
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
木
内
『
地
域
概

　
論
』
第
一
章
地
理
学
の
本
質
と
方
法
、
で
は
問
魑
点
が
総
論
的
に
紹

　
介
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
巨
奪
易
ら
・
し
膏
§
ぎ
雨
§
ミ
§
ミ
冬
§
・
ミ
ニ
o
鼻

　
く
o
H
ミ
o
暮
ω
一
H
一

（
3
）
皇
腎
巨
一
P
9
§
導
膏
ミ
§
恕
§
ぎ
詩
§
ミ
｝
亭

　
冬
｝
恕
o
軸
、
意
昏
膏
－
H
o
旧
N
一
く
o
『
ミ
昌
一

（
4
）
Ω
葺
婁
二
冒
ぎ
曹
ま
雪
婁
茅
隻
彗
ま
目
9
舜

　
H
印
弓
巨
9
ω
一
ω
α
十

（
5
）
　
｝
o
己
邑
o
戸
句
．
一
冒
o
名
ま
蜆
o
臣
蒙
o
q
8
窄
毛
巨
o
…
o
豪
冨

　
○
昌
目
昌
晶
昌
・
き
ミ
」
s
§
§
吻
①
§
恥
、
喜
ミ
雨
軋
婁
§
ミ
ぎ
s
き
、
軸
－

　
嚢
ミ
　
ミ
ミ
ξ
§
呉
旨
恥
§
雫
ミ
￥
｝
ξ
ぎ
撃
ぎ
ミ
ミ
ミ
ミ
～
ミ
■
、
害
－

　
両
『
黒
胃
団
蛯
目
早
H
①
H
o
－
ω
一
H
㎞
‘
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（
6
）
9
さ
5
き
ミ
茅
き
曳
意
ミ
§
軸
ぎ
§
き
祭
§
ぎ

　
ミ
軋
ミ
薯
￥
ミ
品
§
零
意
ミ
“
H
O
－
十
ω
・
N
・

（
7
）
　
内
色
目
ブ
彗
p
　
宛
．
一
§
、
§
ミ
き
o
￥
母
ミ
ま
“
ミ
s
軋
、
o
ミ
な
§
雨

　
向
、
軋
知
ミ
暮
軋
｝
　
－
o
N
p
ω
一
N
一

（
8
）
巨
奪
篶
ら
ー
し
翁
§
§
舳
§
募
§
ミ
冬
ミ
喜
￥
｝
雨
二
〇
撃

（
9
）
　
前
掲
、
国
松
『
学
説
史
』
第
二
章
第
3
節
。

（
1
0
）
　
射
邑
■
＞
．
一
向
｝
ミ
割
ミ
ミ
ミ
帖
ざ
』
言
』
ミ
黒
§
と
ミ
ミ
寺
旨
§
冬
｝
．

　
零
o
軸
§
、
“
膏
一
ω
．
①
u
一

（
1
1
）
　
前
掲
、
国
松
『
学
説
史
』
第
四
章
第
一
節
。

（
1
2
）
　
同
、
第
四
章
第
三
～
四
節
。

（
1
3
）
　
≦
凹
亭
♀
■
二
、
§
ミ
雨
§
冊
～
ミ
ト
s
ミ
＆
§
ミ
旨
o
～
呉
δ
篶
品
§
意
ぎ
一

　
－
8
ω
一
ω
、
N
■
伊
藤
兆
司
訳
、
一
頁
。

（
1
4
）
　
O
雪
白
〇
一
昌
一
室
二
司
ミ
§
、
い
ミ
、
膏
§
雨
ミ
s
ミ
軋
卜
s
s
軋
q
竃
・
』
s

　
婁
吻
ミ
ぎ
ト
o
§
ミ
§
・
岩
s
・
村
田
喜
代
治
監
訳
『
農
業
築
落
と
土

　
地
利
用
』
、
大
明
堂
、
昭
和
四
六
年
。

（
b
）
　
峯
胃
勺
げ
さ
甲
一
』
s
ぎ
ミ
ミ
§
叶
｝
§
δ
o
§
喝
§
㌔
“
s
－
ぎ
ガ

　
勺
L
．

（
1
6
）
　
≧
要
芭
目
創
胃
一
』
－
婁
－
顯
目
ρ
■
・
－
・
　
9
茅
o
P
　
向
§
§
§
｛
o

　
o
s
雫
ミ
｝
｝
（
ぎ
o
＆
．
）
一
s
N
〇
一
勺
勺
・
㎞
I
H
ρ
お
o
－
阜
塞
・

（
〃
）
　
き
註
．
勺
．
α
．

三

経
済
立
地
論
の
方
法
論
的
考
察

ー
チ
ュ
ー
ネ
ン
「
遊
離
化
法
」

を
中
心
に
－
－

　
周
知
の
よ
う
に
、
立
地
論
の
古
典
と
し
て
不
朽
の
地
位
を
保
ち
、

現
在
に
お
い
て
も
そ
の
輝
き
を
失
っ
て
い
な
い
の
が
チ
ュ
i
ネ
ン

　
　
　
　
＾
1
）

の
『
孤
立
国
』
（
b
ミ
“
8
ミ
ミ
9
§
こ
ミ
b
§
音
ぎ
轟
s
ミ
ト
s
．

s
包
§
寺
旨
§
亀
s
s
、
≧
s
ミ
§
s
、
婁
§
o
§
寅
＝
串
目
σ
昌
o
q
一
冨
8
）

で
あ
る
。
そ
の
経
済
地
理
学
へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
く
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

典
型
が
。
ワ
イ
ベ
ル
の
『
農
業
地
理
学
の
諸
間
題
』
（
、
、
。
ミ
雨
§
“

き
、
卜
§
軋
ミ
募
§
冬
｝
篶
轟
§
喜
㌻
一
8
u
）
や
チ
サ
ム
の
『
農

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

業
集
落
と
土
地
利
用
』
（
局
ミ
ミ
黒
ミ
§
§
“
§
亀
卜
S
ミ
q
章
。

」
ミ
向
竃
ミ
ぎ
ト
s
ミ
ざ
ぎ
－
ぎ
M
）
な
ど
で
あ
る
こ
と
は
既
に
ふ

れ
た
通
り
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
立
地
論
の
方
法
の
特
徴
を
簡
単
に
検

討
し
な
が
ら
、
経
済
地
理
挙
の
一
般
方
法
論
と
の
異
同
、
立
地
論

的
経
済
地
理
学
に
占
め
る
理
論
的
位
置
、
そ
し
て
さ
ら
に
、
さ
き

に
検
討
し
た
経
済
地
理
学
に
共
通
す
る
弱
点
を
克
服
す
る
方
向
に

つ
い
て
の
筆
者
の
試
論
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
検
討
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
間
題
の
所

在
を
一
管
す
る
程
度
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
チ
ュ
ー
ネ

ン
の
方
法
論
の
検
討
は
、
経
済
地
理
学
と
立
地
論
の
接
点
を
明
ら

か
に
す
る
場
合
に
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
過
程
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
し
に
は
経
済
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地
理
学
の
基
礎
理
論
と
し
て
立
地
論
を
位
置
づ
け
す
る
根
拠
も
明

確
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
方
法
論
は
、
一
般
に
「
遊
離
化
法
」
（
H
8
5
－

　
＾
4
）、
彗
o
司
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
そ
の
書
名
『
孤

立
国
』
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
実
の
「
経
済
空

間
」
（
ミ
巨
蜆
0
5
豪
、
害
冒
）
か
ら
考
察
に
不
都
合
な
要
因
を
思
惟

的
に
排
除
し
た
一
種
の
「
理
念
空
間
」
（
崖
留
マ
彗
昌
）
で
あ
り
、

そ
の
中
で
純
粋
な
「
空
間
秩
序
」
（
・
ぎ
昌
豪
ぎ
o
a
昌
嘉
）
を
追

求
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

論
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
種
々
研
究
と
論
議
が
あ
り
、
一
部
の
地

理
挙
者
の
間
に
は
、
極
端
と
い
え
る
ま
で
に
現
実
諸
条
件
を
捨
象

し
た
方
法
に
基
づ
く
抽
象
的
な
考
察
と
し
て
チ
ュ
ー
ネ
ン
理
論
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

消
極
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
具
体
的
に
、
「
遊
離
化
法
」
の
実
際
を
み
て
み
よ
う
。

チ
ュ
ー
ネ
ン
は
『
孤
立
国
』
の
冒
頭
で
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
方
法
論

を
特
徴
づ
け
る
有
名
な
「
前
提
」
（
第
一
章
）
を
次
の
よ
う
に
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
「
一
つ
の
大
都
市
が
豊
沃
な
平
野
の

中
央
に
あ
る
」
、
ω
「
平
野
は
全
く
同
一
の
土
壌
よ
り
な
り
、
至

る
と
こ
ろ
耕
作
に
適
し
て
い
る
」
、
倒
「
平
野
に
は
舟
運
を
や
る

ぺ
き
河
流
も
運
河
も
な
い
」
、
ω
「
都
市
か
ら
最
も
遠
く
離
れ
た

所
で
も
平
野
は
未
耕
の
荒
地
に
終
り
、
も
っ
て
こ
の
国
は
他
の
世

界
と
全
く
分
離
す
る
」
、
㈲
「
都
市
は
そ
れ
を
取
り
巻
く
平
野
か

ら
の
み
食
料
品
を
供
せ
ら
れ
」
、
㈹
「
工
芸
回
㎜
は
す
べ
て
こ
の
都

市
が
国
内
に
供
給
せ
ね
ぱ
な
ら
」
な
い
、
ω
「
金
属
と
食
塩
」
の

「
需
要
」
を
「
全
国
に
向
っ
て
満
た
す
鉱
山
と
食
塩
坑
と
が
中
央

都
市
の
近
傍
に
あ
る
」
。

　
こ
れ
ら
の
前
提
か
ら
成
り
立
つ
経
済
空
間
が
現
実
に
は
存
在
し

な
い
こ
と
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
に
批
判
的
な
地
理
学
者
に
限
ら
ず
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

ユ
ー
ネ
ン
自
身
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

か
ら
導
か
れ
た
理
論
的
漏
結
も
現
実
的
で
な
い
と
受
け
止
め
ら
れ

た
と
す
れ
ぱ
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
点
に
伝
統
的
な

地
理
挙
の
方
法
論
上
の
問
題
点
が
あ
る
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
さ
き
に
み
た
経
済
地
理
学
の
弱
点
と
し
て
の
対
象
の
峻

味
さ
と
共
通
概
念
の
未
確
立
と
も
共
通
す
る
方
法
論
な
い
し
認
識

上
の
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
何
故
な
ら
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の

「
前
提
」
は
、
ど
う
。
す
れ
ぱ
考
察
の
対
象
を
明
確
に
し
、
間
題
の

本
質
的
把
握
を
阻
害
す
る
爽
雑
物
を
除
去
し
う
る
か
の
方
法
を
直

裁
簡
明
に
示
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
極
端
と
も
い
え
る
前
提
を
置
く
方
法
の
中
に
読

み
取
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
近
代
的
な
分
析
科
学
の
方
法
論
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で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
研
究
対
象
と
し
て
の
現
実
を
一
方
で
あ
る

が
ま
ま
に
認
識
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
そ
れ
を
個
々
の
構
成
要

素
に
分
解
し
、
個
々
の
要
素
（
因
子
）
に
つ
い
て
そ
れ
が
現
実
世

界
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
分
析
的
に
究
明
す
る
と
こ
ろ
に

科
挙
的
認
識
の
道
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
自
然

科
挙
に
代
表
さ
れ
る
近
代
科
挙
は
こ
の
よ
う
に
し
て
進
歩
発
展
し

た
こ
と
、
そ
し
て
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
方
法
も
そ
の
方
法
論
を
社
会
科

学
に
適
用
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
チ
ニ
ー
ネ
ン
の
「
孤
立
国
」
空
間
は
、
前
提
ω
～

ω
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
中
心
（
都
市
）
を
持
っ
た
有
核
均
質
空

間
で
あ
る
。
こ
れ
は
ω
、
ω
を
除
け
ぱ
無
規
定
的
な
等
質
空
間

（
ぎ
旨
o
o
q
雪
8
冨
m
喀
8
）
で
あ
る
が
、
同
時
に
中
心
都
市
を
持

っ
た
結
節
空
間
（
昌
量
；
喀
8
）
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
中

心
都
市
を
持
っ
た
空
間
で
あ
る
こ
と
と
圏
域
形
成
条
件
に
よ
り
、

そ
こ
か
ら
具
体
的
な
同
心
円
的
圏
域
が
展
開
さ
れ
る
契
機
（
出
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

点
）
が
与
え
ら
れ
た
「
端
緒
」
空
間
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
孤
立
国
」
空
間
は
自
然
空
間
と
経
済
空
間
の
二
面
的
存
在
と

し
て
理
解
で
き
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
た
と
え
ぱ
、
そ
の
自
然
空
間
を
規
定
し
て
い
る
前
提
が
ω
～
ω

と
ω
で
あ
り
、
と
く
に
、
ω
、
ω
の
空
間
的
な
拡
が
り
と
そ
の
自

然
条
件
の
均
質
性
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
空
間
の
質
的
規
定
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

と
し
て
は
、
山
も
川
も
な
い
平
坦
な
地
形
の
無
規
定
平
面
で
あ
っ

て
、
ω
、
②
の
前
提
に
よ
っ
て
気
象
、
土
壌
条
件
が
同
一
で
あ
る

と
同
時
に
「
豊
沃
な
」
「
耕
作
に
適
」
す
る
も
の
と
し
て
の
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

カ
的
基
礎
条
件
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
空
間
の
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

的
規
定
性
と
し
て
は
、
都
市
か
ら
半
径
五
〇
マ
イ
ル
（
三
七
五
キ

ロ
）
の
拡
が
り
を
持
っ
た
空
間
で
あ
り
、
そ
の
自
然
的
．
基
礎
的

規
定
性
と
し
て
の
距
離
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
経
済
空
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
ω
の
「
都
市
」

を
前
提
し
て
、
ω
～
㈹
の
前
提
に
規
定
さ
れ
た
空
間
性
で
あ
り
、

そ
の
質
的
側
面
と
し
て
は
基
礎
条
件
な
い
し
枠
組
と
し
て
の
自
己

完
結
的
な
経
済
圏
と
し
て
の
「
孤
立
国
」
と
、
㈱
の
前
提
に
暗
黙

的
に
含
ま
れ
る
交
通
輸
送
の
全
方
向
無
差
別
可
能
性
が
指
摘
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
量
的
規
定
側
面
と
し
て
の
距
離
に

つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
克
服
コ
ス
ト
（
運
賃
、
時
間
）
の
距
離
比

例
的
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
端
的
に
云
え

ぱ
、
中
心
都
市
か
ら
全
方
向
（
二
＝
ハ
○
度
放
射
状
）
に
輸
送
が
直

線
的
に
可
能
で
、
し
か
も
運
賃
率
が
一
定
と
い
う
前
提
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
空
間
認
識
の
方
法

190
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は
、
単
に
自
然
科
学
的
な
分
析
的
方
法
を
思
惟
に
よ
り
現
実
的
条

件
を
捨
象
す
る
形
で
社
会
科
学
に
適
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
方
法
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
の
経
済
挙
方
法
論
に
極

め
て
類
似
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ

＾
1
3
）る
。
た
と
え
ぱ
、
大
胆
な
試
論
を
試
み
る
な
ら
ば
マ
ル
ク
ス
の

『
資
本
論
』
に
対
す
る
「
商
品
」
の
関
係
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
あ
る

の
が
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
『
孤
立
国
』
第
一
章
の
前
提
で
設
定
さ
れ
た

「
孤
立
国
」
経
済
空
間
で
あ
り
、
こ
の
「
端
緒
」
か
ら
具
体
的
な

諸
規
定
を
持
っ
た
『
孤
立
国
』
（
著
書
体
系
）
が
展
開
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
念
）

る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
点
を
さ
ら
に
一
般
的
に
論
証
す
る
こ
と
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

チ
ュ
ー
ネ
ン
の
方
法
が
以
上
み
た
よ
う
な
前
提
を
置
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
考
察
対
象
と
し
て
の
「
理
念
空
間
」
の
設
定
に
成
功
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
上
で
チ
ュ
ー
ネ
ン
は
、
『
孤
立
国
』
の
第
二
章

に
お
い
て
「
問
題
」
を
設
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
右
の
よ
う
な

関
係
の
も
と
に
お
い
て
農
業
は
い
か
な
る
状
態
を
示
す
か
？
農

業
が
最
も
合
理
的
に
経
営
さ
れ
る
時
に
は
、
都
市
か
ら
の
距
離
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

大
小
は
農
業
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
？
」
と
。

　
こ
の
単
純
明
快
な
る
課
題
の
設
定
を
可
能
に
し
た
こ
と
こ
そ
が

チ
、
一
ー
ネ
ン
の
「
遊
離
化
法
」
の
方
法
論
と
し
て
の
適
確
さ
を
証

明
す
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
チ
ニ
ー
ネ
ン
立
地
論

が
現
在
な
お
評
価
さ
れ
、
見
直
さ
れ
て
生
き
続
け
る
秘
密
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
＾
1
6
）

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
ネ
ン
理
論
を
抽
象
的
過
ぎ
る
理
論

と
し
て
退
け
た
り
、
あ
る
い
は
批
判
的
立
場
を
と
る
地
理
学
者
が

い
る
こ
と
は
、
一
般
に
以
上
み
た
よ
う
な
「
遊
離
化
法
」
の
意
義

を
十
分
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
原
因
は
伝
統
的
な
地
理
学
の
空
間
認
識
の
方
法
が
、
地
表
空

間
を
具
体
的
な
全
体
像
と
し
て
直
接
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
誤

っ
た
方
法
論
の
迷
路
か
ら
脱
却
で
き
な
、
い
で
い
る
た
め
と
い
っ
て

よ
い
。
地
表
空
間
を
「
多
く
の
諸
規
定
と
諸
関
係
か
ら
成
る
一
個

　
　
　
　
＾
〃
）

の
豊
富
な
総
体
」
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
無
媒
介

的
に
接
近
し
て
も
成
功
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
経
済
地
理

学
発
展
の
歴
史
の
中
で
く
り
返
し
間
い
直
さ
れ
た
学
的
対
象
の
性

楕
規
定
間
題
も
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
の
未
確
立
に
由
来
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
経
済
地
理
学
の
対
象
の
「
戦

国
時
代
」
的
多
様
規
定
性
と
共
通
概
念
の
未
確
立
に
よ
る
混
乱
が

続
い
て
き
た
根
本
原
因
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
経
済
地
理
学
が
脱
却
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し
、
そ
の
統
一
理
論
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
経
済
地
理
学
が
経

済
空
間
認
識
の
科
学
と
し
て
、
原
点
に
た
ち
か
え
っ
て
そ
の
方
法

諭
を
再
検
討
し
、
そ
の
基
礎
理
論
を
確
立
す
る
以
外
に
は
途
は
な

い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
に
参
考
と
な
る
の
が
以
上
で

簡
単
に
検
討
し
た
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
立
地
論
的
方
法
論
（
遊
離
化

法
）
で
あ
り
、
あ
る
い
は
極
度
に
単
純
化
さ
れ
た
プ
エ
ー
バ
ー
の

方
法
論
で
ろ
う
。
さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス
そ
の
他
の
経
済
学
方
法
論

や
地
域
経
済
論
な
ど
の
方
法
論
を
、
そ
の
形
式
面
だ
け
で
な
く
、

実
質
面
で
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
成
否
が
経
済
地
理
学
の

基
礎
理
論
の
確
立
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
経
済
地
理
学
と
経
済
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
議
論
と

し
て
は
、
立
地
論
的
立
場
の
先
駆
的
地
理
挙
者
と
み
ら
れ
る
シ
ュ

ミ
ヅ
ト
（
、
g
串
｝
9
昌
－
9
ω
g
冒
巳
“
）
や
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ

ぱ
ヘ
ヅ
ト
ナ
ー
な
ど
の
議
論
が
あ
る
。
ま
た
比
較
的
新
し
い
も
の

と
し
て
は
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
ハ
ー
ツ
ホ
ー
ン
（
空
o
ぎ
昌
匡
p
．

募
ぎ
・
罵
）
と
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
（
写
＆
ぎ
臣
①
雪
）
や
、
ウ
ー

ル
ド
リ
ッ
ヂ
（
ω
．
ミ
ー
ミ
O
O
巨
『
巨
O
目
①
）
・
イ
ー
ス
ト
（
峯
・
Ω
・
向
鶉
叶
）

な
ど
の
議
論
の
よ
う
に
、
ノ
モ
セ
チ
ヅ
ク
（
昌
目
o
旨
隻
o
）

（
法
則
定
立
的
）
な
経
済
学
と
イ
デ
ィ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
曇
o
．

o
q
轟
号
－
σ
）
（
個
別
記
述
的
）
な
地
理
学
本
質
論
的
佳
楮
の
議
論
も

あ
る
が
、
経
済
挙
的
方
法
論
を
と
り
入
れ
て
よ
り
包
括
的
な
全

体
に
統
合
さ
れ
る
可
能
性
を
展
望
す
る
マ
ヅ
ク
ニ
ー
（
射
o
σ
。
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

｝
呂
o
2
鶉
）
の
よ
う
な
論
者
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
か
は
十
分
方
法
論
的
に
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
立
地
論
（
経
済
学
）
が
経
済
地
理

学
の
基
底
に
組
み
込
ま
れ
、
両
者
が
接
近
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
チ
ュ
ー
ネ
ン
立
地
論
の
「
遊
離
化

法
」
の
意
義
を
前
提
条
件
の
吟
味
を
通
じ
て
検
討
し
、
そ
の
よ
う

な
経
済
学
的
方
法
論
の
導
入
と
一
般
化
に
よ
っ
て
経
済
地
理
学
の

理
論
強
化
の
必
要
性
を
試
論
を
交
え
な
が
ら
批
判
的
に
検
討
し
た
。

　
筆
者
の
理
解
に
よ
れ
ぱ
、
以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
方
法
と
方
向

に
よ
っ
て
こ
そ
経
済
地
理
学
と
立
地
論
の
接
点
が
明
確
に
な
る
と

信
ず
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
地
理
学
と
立
地
論
の
理
論
的
統
合
も

可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
マ

ル
ク
ス
経
済
挙
的
方
法
に
よ
っ
て
経
済
地
理
学
を
構
築
し
よ
う
と

し
て
い
る
最
近
の
研
究
動
向
と
も
方
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
位

　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

置
づ
け
で
き
よ
う
。

　
（
1
）
　
近
藤
康
男
訳
『
農
業
と
国
民
経
済
に
関
す
る
孤
立
国
』
（
第
一

　
　
都
、
第
二
部
）
、
『
近
藤
康
男
著
作
集
』
第
一
巻
所
収
、
農
山
漁
村
文
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（71）経済地理挙と立地論の統合視点

　
化
協
会
、
昭
和
四
九
年
。

（
2
）
　
伊
藤
兆
司
訳
『
農
業
地
理
挙
の
諸
間
題
』
、
古
今
曹
院
、
昭
和

　
一
七
年
。

（
3
）
　
村
田
喜
代
治
監
訳
『
農
業
集
落
と
土
地
利
用
』
、
大
明
堂
、
昭

　
和
四
六
年
。

（
4
）
　
前
掲
、
近
藤
『
テ
ウ
ネ
ン
孤
立
国
の
研
究
』
、
『
著
作
築
』
第
一

　
巻
所
収
、
第
一
章
方
法
論
、
参
照
。

（
5
）
　
ワ
イ
ペ
ル
は
、
『
農
業
地
理
学
の
諸
問
題
』
第
四
軍
チ
ウ
ネ
ン

　
の
法
則
及
ぴ
そ
の
農
業
地
理
学
的
意
義
、
第
二
節
チ
ゥ
ネ
ン
の
研
究

　
方
法
、
に
お
い
て
、
チ
＾
ネ
ン
の
方
法
を
詳
し
く
紹
介
し
、
帰
納
法

　
と
演
縄
法
と
の
「
結
合
」
と
し
て
ザ
リ
ン
（
ω
豊
P
戸
）
の
評
価
と

　
称
讃
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。
「
演
縄
的
研
究
と
帰
納
的
吟

　
味
と
の
あ
の
結
合
、
即
ち
建
設
的
隔
離
と
現
実
へ
の
可
及
的
接
近
、

　
こ
そ
ネ
ウ
ネ
ン
の
特
異
性
と
偉
大
さ
を
作
り
上
げ
た
も
の
に
し
て
、

　
：
：
此
の
結
合
は
最
も
優
れ
た
理
論
的
恩
想
家
の
天
才
の
み
が
よ
く

　
之
を
成
し
得
る
如
き
も
の
で
あ
る
」
（
訳
書
、
一
四
〇
頁
、
向
．
蟹
目
P

　
U
雪
ポ
o
寿
ユ
o
ω
＄
算
－
o
0
N
臥
1
H
8
9
N
＆
、
暮
ぎ
ミ
意
、
§
耐
恕
軸
s
－

　
§
ミ
耐
9
§
§
汀
寒
婁
ミ
亀
一
一
〇
蟹
．
）
な
お
、
詳
し
く
は
前
掲
近
藤

　
訳
書
所
収
「
チ
ウ
ネ
ン
に
関
す
る
文
献
」
参
照
。

（
6
）
　
た
と
え
ば
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
や
ハ
ー
ツ
ホ
ー
ン
な
ど
が
そ
の
例

　
で
あ
ろ
う
。
（
〇
一
9
ユ
O
戸
｝
一
〇
ミ
茗
＆
亀
零
軋
恥
、
」
ミ
恕
§
雨
ぎ
§
§
－

募
§
ミ
冬
冬
意
ぎ
ら
二
α
一
霊
・
婁
・
量
一
勾
二
掌
雨
き
ミ
雨

　
県
①
§
簑
善
“
s
勺
．
志
一
）

（
7
）
　
こ
こ
で
は
、
後
で
の
考
察
に
便
利
な
よ
う
に
前
提
を
な
る
ぺ
＜

　
簡
単
な
要
素
（
因
子
）
に
分
解
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、

　
そ
れ
ぞ
れ
を
「
孤
立
国
」
空
間
の
呉
傭
す
る
属
性
と
し
て
設
定
し
て

　
お
く
こ
と
に
す
る
。

（
8
）
　
『
孤
立
国
』
第
二
編
、
第
二
七
章
研
究
過
程
”
吟
味
、
第
二
八

　
箪
孤
立
国
と
実
際
と
の
差
。
チ
ュ
ー
ネ
ン
は
、
こ
こ
で
ω
三
㈹
の
前

　
捉
と
、
畜
産
物
供
給
圏
の
価
裕
に
及
ぼ
す
影
響
の
強
さ
が
「
孤
立

　
国
」
ほ
ど
現
実
の
世
界
で
は
強
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
（
前
掲
『
著
作
集
』
第
一
巻
二
四
七
～
九
頁
）

（
9
）
　
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
へ
の
序
説
」
、
三
、
経
済
学
の
方
法
、

　
に
お
け
る
「
下
向
」
過
程
で
到
達
す
る
抽
象
的
な
範
畷
で
あ
り
、
そ

　
れ
か
ら
「
上
向
」
過
程
が
始
ま
る
と
こ
ろ
の
「
端
緒
」
の
意
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
と
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
方
法
論
を
単
純

　
に
結
ぴ
つ
け
る
二
と
に
は
問
魑
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
両
者

　
の
類
似
性
に
着
目
し
て
こ
の
よ
う
に
対
比
し
て
み
た
。

（
1
0
）
　
類
似
し
た
横
討
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
、
水
岡
論

　
文
「
経
済
地
域
の
概
念
」
、
二
、
参
照
。

（
u
）
　
こ
の
規
定
は
農
業
生
産
を
対
象
と
す
る
た
め
で
あ
り
、
工
業
立

　
地
諭
で
は
こ
の
要
因
は
捨
象
で
き
る
属
性
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
「
孤
立
国
」
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
の
末
尾
「
〈
付
〉
孤

　
立
国
の
図
解
に
対
す
る
説
明
お
よ
ぴ
注
意
」
で
「
畜
産
圏
は
都
市
か

　
ら
五
〇
マ
イ
ル
の
と
こ
ろ
ま
で
広
が
っ
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い

　
る
。
（
前
掲
訳
書
二
九
六
頁
）

（
1
3
）
　
注
（
9
）
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
方
法
論
の
比
較
検
討
が
今

　
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
問
題
点
の
指
摘
の
み
に
と
と
め
て
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お
く
。

（
M
）
　
『
資
本
論
』
と
『
孤
立
国
』
の
こ
の
よ
う
な
対
比
は
、
後
程
検

　
討
す
る
「
遊
離
化
法
」
の
一
般
化
と
し
て
、
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
の

　
階
梯
を
前
提
条
件
の
設
定
・
解
除
と
い
う
形
で
思
惟
的
に
上
下
す
る

　
方
法
を
マ
ル
ク
ス
経
済
学
方
法
論
の
「
上
向
」
「
下
向
」
と
重
ね
合

　
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
前
掲
、
近
藤
訳
暫
、
三
九
貫
。

（
1
6
）
た
と
え
ば
、
昏
S
畠
P
冒
1
↓
二
↓
ま
＜
9
↓
－
旨
雪
勺
甲

　
量
o
樹
昌
一
艘
o
H
邑
豪
巨
巴
－
d
ま
竃
匡
｝
勺
o
匡
－
鶉
ぎ
　
嘗
o
　
↓
ぼ

　
ω
勺
算
邑
望
昌
o
庁
胃
o
o
｛
＞
o
q
ユ
昌
一
g
員
」
§
雨
ミ
o
§
言
ミ
、
§
、
県

　
』
零
ざ
ミ
§
§
－
向
8
§
§
札
葛
一
z
o
≦
冒
σ
胃
岩
ミ
・
　
　
　
　
　
　
、

（
ー
ア
）
　
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
へ
の
序
説
」
、
三
　
経
済
学
の
方
法

　
（
宮
川
実
訳
、
青
木
文
庫
、
一
一
一
頁
）
。

（
㎎
）
　
昌
o
オ
o
9
宛
－
ω
．
－
↓
ケ
o
O
－
芭
目
o
q
…
目
帥
力
o
－
嘗
ユ
O
目
叩
巨
｛
勺
蜆
O
－
目
o
o
．

　
目
o
目
」
o
m
餌
目
o
向
o
o
目
o
目
1
o
Ω
血
o
晒
『
艘
旦
一
さ
向
o
ミ
δ
§
㌻
①
耐
o
恥
、
喜
“
ド

　
＜
0
F
ω
一
2
9
少
6
伽
p
勺
勺
－
一
〇
〇
④
l
H
o
〇
一
　
　
．

（
1
9
）
　
前
掲
、
水
岡
諭
文
「
経
済
地
域
の
概
念
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ

　
る
。
ま
た
、
筆
者
は
こ
の
方
法
の
一
般
化
に
よ
っ
て
計
量
地
理
挙
と

　
の
接
点
と
統
合
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
高
橋
潤
二
郎
「
計
最
立
地
論
」
、
江
沢
譲
爾
・
金
子
敬
生
編
『
経
済

　
立
地
論
の
新
展
開
』
第
四
章
、
動
草
書
房
、
昭
和
四
八
年
。
な
お
、

　
奥
野
隆
史
「
経
済
地
理
学
の
理
論
と
動
向
」
『
綴
済
地
理
挙
の
成
果

　
と
課
魍
』
（
第
皿
集
）
、
第
一
章
、
大
明
堂
、
昭
和
五
八
年
、
参
照
。

「
遊
離
化
法
」
と
「
摘
象
の
レ
ペ
ル
」
．

1
一
般
化
と
そ
の
階
梯
1

　
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
「
遊
離
化
法
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
経
済
学
者
や
農
業
経
済
学
者
が
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

及
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

そ
の
方
法
論
や
立
地
論
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
が
、
そ
の
中
で

最
初
に
『
孤
立
国
』
（
第
一
部
、
第
二
部
）
を
邦
訳
し
、
チ
ュ
ー

ネ
ン
理
論
を
全
体
系
的
に
研
究
し
た
近
藤
康
男
教
授
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

『
チ
ウ
ネ
ン
孤
立
国
の
研
究
』
の
第
一
章
に
お
い
て
、
チ
ュ
ー
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

ン
の
方
法
を
「
典
型
化
（
昌
雷
豪
雪
冒
o
q
）
を
前
提
し
て
の
遊
離

化
（
宗
O
豪
；
轟
）
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
内
外
の
諸
説

を
検
討
し
た
の
ち
、
「
結
局
チ
ウ
ネ
ン
の
方
法
は
帰
納
的
な
り
と

解
す
る
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
私
は
そ
れ
を
理
想
型
の
論
理
的
発
展

の
条
件
と
し
て
の
遊
離
で
あ
り
、
結
局
演
縄
的
で
あ
る
と
考
え

＾
4
）
る
」
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。

　
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
方
法
論
に
関
す
る
議
論
は
、
以
上
で
明
ら
か
な

よ
う
に
、
帰
納
的
か
、
演
緯
的
か
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
も
の
が

多
い
が
、
筆
者
は
こ
こ
で
若
干
異
な
っ
た
視
点
か
ら
チ
ュ
ー
ネ
ン

の
「
遊
離
化
法
」
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
前
提
を
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置
く
こ
と
の
意
味
を
方
法
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
き

に
、
近
藤
教
授
が
「
遊
離
化
」
を
「
典
型
化
」
1
－
「
理
想
型
の
論

理
的
発
展
」
の
た
め
の
「
条
件
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
「
遊
離
化
」
と
は

「
思
考
の
場
」
と
し
て
の
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
（
一
睾
〇
一
〇
H
き
苧

轟
g
冒
）
を
設
定
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
自
然

科
学
と
比
較
し
た
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
い
え
ば
、
「
笑
験
室
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

「
実
験
装
置
」
を
作
る
こ
と
に
相
当
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
も
し
、
「
遊
離
化
」
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
す
れ
ぱ
、

「
思
考
の
場
」
と
し
て
の
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
は
目
的
と
必
要
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

応
じ
て
種
々
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
場

合
、
そ
れ
は
さ
き
に
み
た
よ
う
な
ω
～
ω
の
前
提
で
ほ
ぼ
十
分
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
前
提
は
「
都
市
か
ら
の
距
離
の
大
小
は

農
業
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
？
」
と
い
う
課
題
を

究
明
す
る
の
に
必
要
な
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
と
い
っ
て
よ
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

れ
は
あ
く
ま
で
市
場
距
離
と
い
う
空
間
位
置
の
量
的
側
面
を
考
察

す
る
の
に
必
要
な
、
そ
し
て
恐
ら
く
十
分
な
条
件
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
空
間
の
質
的
側
面
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、

以
上
の
よ
う
な
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
、
し
た
が
っ
て
前
提
条
件
の

設
定
の
仕
方
で
十
分
な
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
リ
カ
ー
ド
の
差
額
地
代
論
の
場
合
を
例
に
と
っ
て

考
え
て
み
る
と
、
そ
の
成
立
条
件
と
し
て
は
土
地
所
有
を
前
提
し

た
上
で
、
土
地
（
可
耕
地
）
の
有
隈
性
、
土
壌
豊
度
の
差
異
、
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

置
の
差
異
な
ど
が
前
提
さ
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
豊
度
の
差
額
地

代
の
み
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
土
地
の
豊
度
差
の
み
を
異
な

る
も
の
と
し
て
、
他
の
条
件
は
同
一
と
み
る
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」

の
設
定
で
十
分
と
い
っ
て
よ
い
。
・
チ
ュ
ー
ネ
ン
「
孤
立
国
」
と
の

関
連
で
い
え
ぱ
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
場
合
は
距
離
を
、
そ
し
て
リ
カ

ー
ド
の
豊
度
差
額
地
代
で
は
豊
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
変
数
と
み
て
そ

れ
を
問
題
に
す
れ
ぱ
い
い
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
「
抽
象
の

レ
ベ
ル
」
と
い
う
概
念
で
示
し
た
も
の
が
、
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論

で
い
え
ぱ
「
下
向
」
「
上
向
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
階
梯
」
に
相
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

す
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
類
似
性
を
前

提
し
た
上
で
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
「
遊
離
化
法
」
と
マ
ル
ク
ス
の

「
下
向
」
「
上
向
」
の
方
法
論
が
統
一
さ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
た

の
が
今
ま
で
の
議
論
で
あ
ウ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、

宇
野
経
済
挙
体
系
に
お
け
る
三
段
階
分
化
、
す
な
わ
ち
原
理
論
、

　
　
　
　
　
　
＾
9
）

段
階
論
、
現
状
分
析
が
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
を
異
に
す
る
研
究
領

域
の
区
分
と
理
解
で
き
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
都
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で
さ
ら
に
「
階
梯
」
の
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
分
化
も
可
能
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
「
抽
象
の
レ
ペ
ル
」
概
念
の
導
入
で
好
都
合
な
こ
と
は
、

そ
の
「
階
梯
」
が
論
理
の
展
開
や
体
系
化
の
過
程
で
種
々
抽
象
度

を
異
に
す
る
レ
ベ
ル
を
考
察
の
必
要
に
応
じ
、
ま
た
問
題
に
関
連

す
る
要
因
（
因
子
）
と
の
関
連
で
、
恩
考
上
の
操
作
と
し
て
適
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
〕

設
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
事
例
が
チ
ュ

ー
ネ
ン
の
「
孤
立
国
」
け
「
抽
象
の
レ
ペ
ル
」
で
あ
り
、
ま
た
、

リ
カ
ー
ド
の
農
度
差
に
基
づ
く
差
額
地
代
の
考
察
レ
ベ
ル
で
あ
っ

た
。　
た
と
え
ぱ
、
以
上
の
点
を
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
「
孤
立
国
」
の
前
提

②
の
土
壌
条
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
現
実
の
「
経
済
空

間
」
と
し
て
の
個
々
の
具
体
的
地
表
上
に
多
様
な
形
で
存
在
す
る

地
形
、
標
高
、
土
壌
、
な
ど
の
土
地
条
件
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

気
温
、
降
水
量
、
日
照
量
、
風
な
ど
の
気
象
条
件
な
ど
の
地
表
空

間
の
差
異
を
一
切
捨
象
し
、
す
べ
て
の
土
地
が
均
質
で
作
物
の
栽

培
に
適
す
る
豊
沃
な
耕
地
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「
理
念
空
閲
」
は
、
空
間
の
原
単
位
（
量
的
規
定
を
欠
く
空
間
要

素
）
と
し
て
の
点
か
ら
、
質
的
藷
属
性
の
う
ち
作
物
栽
培
可
能
性

の
み
を
残
し
た
形
で
量
的
な
拡
が
り
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
、
こ
の
「
理
念
空
間
」
に
残
さ
れ
て
い
る
土
地
の
属
性
は
、

豊
沃
な
作
物
裁
培
可
能
性
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
諸
々
の
具
体

的
土
壌
条
件
や
気
象
条
件
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
摘
象

の
レ
ペ
ル
」
の
高
い
段
階
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
豊
度
に
つ

い
て
も
均
質
と
い
う
こ
と
は
土
地
条
件
は
す
べ
て
捨
象
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
か
ら
今
ま
で
捨
象
し

て
い
た
土
壌
条
件
を
現
実
に
も
ど
し
、
土
地
の
豊
度
差
要
因
を
考

察
の
対
象
に
加
え
れ
ぱ
、
「
抽
象
の
レ
ペ
ル
」
は
一
階
梯
現
実
に

近
づ
い
た
レ
ペ
ル
と
な
り
、
こ
の
レ
ペ
ル
で
は
リ
カ
ー
ド
の
豊
度

差
に
よ
る
差
額
地
代
の
問
題
が
検
討
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
間
題
を
経
済
地
理
学
と
立
地
論
の
関
係
で
考
え
て
み
る
と
、
一

般
的
に
い
っ
て
経
済
挙
な
い
し
立
地
論
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
を
は
じ

め
そ
の
他
の
立
地
論
学
者
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
抽
象
の
レ
ベ

　
　
　
　
　
、
　
　
、

ル
」
の
高
い
次
元
で
理
論
を
と
り
扱
う
の
に
慣
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
経
済
地
理
学
者
は
「
地
球
表
面
の
科
学
」
と
い
う
基

本
的
性
楕
の
た
め
に
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
具
体
像
を
と
り
扱
う
と

い
う
傾
向
が
強
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
処
理
す
る

「
抽
象
の
レ
ペ
ル
」
の
高
低
の
差
異
が
両
者
の
関
連
性
を
不
明
確

に
し
て
い
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
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（75）　経済地理学と立地論の統合視点

　
問
趨
は
、
こ
の
相
異
な
る
レ
ベ
ル
の
二
つ
の
科
学
－
こ
の
段

階
で
は
ま
だ
両
者
は
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
認
識
し
て
お
く
こ

と
に
し
て
ー
は
接
近
し
う
る
も
の
か
否
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

立
地
論
的
経
済
地
理
挙
者
が
こ
の
接
近
な
い
し
統
一
に
楽
槻
な
い

し
期
待
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
さ
き
の
マ
ヅ
ク
ニ
ー
の
場
合
を
想

起
す
れ
ぱ
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
立
地
論
と
経
済
地
撃

単
を
あ
く
ま
で
区
別
し
、
経
済
地
理
学
の
方
法
論
と
独
自
の
領
域

が
あ
る
と
す
る
理
論
的
立
場
の
地
理
学
者
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
も
し
、
さ
き
に
検
討
し
た
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
に
よ
る

接
近
が
有
効
と
い
う
の
で
あ
れ
ぱ
、
立
地
論
的
経
済
地
理
観
を
持

つ
理
論
家
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
立
地
論
を
経
済
地
理
挙
の
基
礎

理
論
と
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
地
理
学
者
も
、
と
も
に
説
得
し
得

る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
こ
の
「
抽
象
の
レ
ベ
ル
」
概
念
を
用
い
た
「
遊
離

化
法
」
の
一
般
化
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
呉
体
的
な
姿
で
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

さ
れ
る
か
は
提
示
で
き
な
い
。
小
稿
の
目
的
は
、
最
初
に
課
題
で

述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
相
互
の
理
論
的
結
ぴ
つ
き
が
必
ず
し
も
十

分
明
確
と
は
い
え
な
い
ー
少
く
と
も
筆
者
に
と
っ
て
ー
経
済

地
理
挙
と
立
地
論
の
接
点
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ぱ
明
ら
か
に
な
る

か
の
一
つ
の
視
点
を
方
法
論
的
に
示
せ
ぱ
果
さ
れ
た
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
「
チ
ウ
ネ
ン
に
関
す
る
文
猷
」
参
照
。
ま
た
、
ワ
イ
ペ
ル

　
　
は
『
農
業
地
理
挙
の
諸
間
趨
』
の
中
で
、
チ
ユ
ー
ネ
ン
の
研
究
方
法

　
　
を
帰
納
的
と
み
る
バ
ツ
ソ
ー
（
～
鶉
呂
き
印
）
、
あ
る
い
は
演
縄
的

　
由
と
理
解
す
る
リ
フ
シ
ヅ
ツ
（
＝
尿
o
巨
貝
句
．
）
の
所
説
を
丹
念
に
比

　
　
較
紹
介
し
、
ま
た
ロ
ヅ
シ
ャ
ー
（
内
o
叩
〇
一
一
ε
ミ
．
）
、
フ
ィ
ヅ
シ
ャ

　
　
ー
（
寡
。
庁
。
■
奉
）
、
ク
ル
ζ
ウ
ス
キ
ー
（
琴
ミ
昌
姜
ξ
宛
．
）
、

　
　
ア
ー
レ
ボ
ー
（
＞
鶉
o
げ
o
9
『
）
、
プ
リ
ン
ク
マ
ン
（
民
ユ
目
汗
昌
與
目
p

　
H
p
）
、
ヲ
ウ
ル
（
■
彗
’
向
・
）
な
ど
に
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

　
介
し
て
い
る
。
（
『
農
業
地
理
単
の
諸
問
題
』
第
四
章
第
三
節
、
孤
立

　
国
原
理
を
現
実
に
応
用
せ
る
従
来
の
諸
研
究
、
一
四
～
一
七
頁
）

（
2
）
　
『
近
藤
康
男
著
作
築
』
第
一
巻
所
収
（
初
版
、
西
ケ
原
刊
行
会
、

　
昭
和
三
年
）
。

（
3
）
　
初
版
本
、
六
頁
、
『
薯
作
築
』
第
一
巻
四
八
四
頁
。

（
4
）
　
初
版
本
、
一
四
頁
、
『
著
作
集
』
第
一
巻
四
八
八
頁
。

（
5
）
　
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
一
巻
序
文
（
長
谷
部
文
雄
訳
、
青

　
木
文
庫
、
ω
七
〇
頁
）
で
「
経
済
的
諸
形
齢
の
分
析
に
さ
い
し
て
は

　
顕
微
鏡
も
試
薬
も
役
に
は
立
ち
得
な
い
。
抽
象
カ
が
両
者
に
と
っ
て

　
代
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
」
と
い
い
、
ま
た
抽
象
の
方
法
を
「
経
済
学
批

　
判
へ
の
序
説
」
の
「
経
済
学
の
方
法
」
で
く
わ
し
く
論
じ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
も
、
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
下
向
」
「
上
向
」
過
程
と
の

　
関
連
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

（
6
）
　
た
だ
、
マ
ル
ク
ス
も
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
機
械
的
な
、
あ
る
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い
は
便
宜
的
な
「
思
惟
の
場
」
の
設
定
1
1
抽
象
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

　
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
（
前
掲
「
序
説
」
）

（
7
）
　
リ
カ
ー
ド
『
経
済
学
及
び
課
税
の
原
理
』
（
上
巻
）
、
小
泉
信
三

　
訳
、
岩
波
文
庫
、
五
九
頁
。

（
8
）
　
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
堀
り
下
げ
た
こ
の
よ
う
な
比

　
較
研
究
が
筆
者
に
と
っ
て
の
今
後
の
一
つ
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
記

　
し
て
お
き
た
い
。

（
9
）
　
宇
野
弘
蔵
『
経
済
学
方
法
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
七

　
年
、
皿
経
済
挙
研
究
の
分
化
、
参
照
。

（
1
0
）
　
筆
者
は
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
農
業
立
地
論
の
「
現
状
分

　
析
理
論
」
の
展
開
に
適
用
し
て
い
る
。
拙
稿
「
農
業
立
地
諭
の
方
法

　
論
的
老
察
　
　
現
状
分
析
論
序
説
」
『
農
業
技
術
研
究
所
研
究
報
告
』

　
H
四
一
号
、
昭
和
四
五
年
参
照
。

（
u
）
「
抽
象
の
レ
ペ
ル
」
の
階
梯
は
、
考
察
す
る
問
題
に
関
連
し
て

　
い
る
要
因
（
因
子
）
の
う
ち
、
ど
の
要
因
を
抽
象
し
、
ま
た
捨
象
す

　
る
か
そ
の
程
度
に
よ
ウ
て
き
ま
る
。
ま
た
、
そ
の
昇
降
は
、
前
提
の

　
設
定
（
捨
象
）
お
よ
び
そ
の
解
除
を
関
係
す
る
要
因
（
因
子
）
に
つ

　
い
て
順
次
行
な
う
こ
と
と
理
解
で
き
る
。
い
ま
、
地
表
空
間
の
一
点

　
の
持
つ
属
性
を
多
次
元
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
［
ぎ
ぎ
冒
ピ
、
ぎ
］
で
表

　
示
す
る
と
す
れ
ぱ
、
［
き
百
5
』
ど
：
自
畠
］
（
一
難
片
口
酎
魯
【
鉄
か
蝿

　
鶉
砕
拙
鵜
「
一
卦
璽
θ
帽
謝
頁
静
鱒
叫
か
ト
‘
一
ψ
韓
）
、
［
冒
ご
嘗
」
昌
・

　
…
ぎ
］
一
［
ぎ
ぎ
星
ξ
・
・
ぎ
］
は
そ
れ
ぞ
れ
「
抽
象
の
レ
ペ
ル
」
を

　
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
2
）
　
こ
の
提
示
が
で
き
る
の
は
具
体
的
な
研
究
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

　
方
法
論
的
考
察
の
範
囲
を
越
え
た
問
題
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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